映像技術賞応募用紙をダウンロード頂きありがとうございます。本Wordファイルは計３枚ございます。本１枚目の下記事項を予めご確認頂き、２枚目と３枚目を記入して送信ください（本１枚目はそのままの状態にしてください）。ただし、可能な限りPDF化は行わず、Wordのままで提出を頂きますようお願い申し上げます。
【重要】応募作品の取扱いについて
応募作品の著作権その他一切の権利は、応募者に帰属します。応募作品は、本賞の審査およびそれに付随する確認作業の目的に限り、受取と再生を行います。作品の提出・審査にあたっては、セキュリティ管理機能を有するクラウドサービス「BOX」を使用し、該当年度審査員に限定しアクセス権限を設定します。（一社）日本映画テレビ技術協会は作品の取扱いにあたり適切な管理に努めますが、天災、通信障害、第三者による不正行為その他不可抗力により生じた損害については、その責を負いかねます。本応募用紙提出をもって、上記内容についてご理解・ご同意いただいたものとさせて頂きます。尚、どの様な撮影手法の作品も同一の素材提出・視聴方法にて審査を進めさせて頂きますので予めご了承ください。
【受賞された場合】
表彰式壇上での投影用として、1分程度の作品紹介映像（予告編・TVスポット等）の提供をお願いさせて頂きます。また、10月末開催予定の表彰式へは、技術者ご本人さま・関係者皆さまに、積極的なご出席のご調整を出来る限り頂けますようよろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　　一般社団法人 日本映画テレビ技術協会
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	種　類
	ストレートニュース　／　企画ニュース

・どちらか一方に〇をお付けください。審査は同一部門で行われます。
・企画ニュース応募にあたり、ドキュメンタリー要素が強く長尺単体作品として独立していると
審査会で判断された際、ドキュメンタリージャンルへの移動をお願いする場合がございます。

	作品名 （短く簡潔に）
	
	ニュース番組名
 （放送枠）
	

	放送日時 ※配信限定不可
（2025/04～2026/03）
	　月　日　時～
	作品分数（CM除く）：
	　　分

	推薦理由
-右スペース5行以内。
-それ以上の改行は不可。
応募用紙を1枚以上に
しないでください。
	

	提出素材について
	・「mp4形式」動画データのみ受け付けます（詳細は別紙のご案内を参照ください）。
・応募受理後、映像作品のアップロード専用URLをご案内いたします。
・下記にアップロード担当者情報をご記入ください。
・CMを数秒にカット(黒味処理)した本編映像を5月初旬までに準備頂きます。
・審査は、審査員が各自、指定の環境下にてデータ再生する方法により行います。

	
	担当者氏名：
	

	
	メールアドレス：
	

	撮影技術担当者名
3名以上はグループ名
	

	撮影技術者連絡先
（複数の場合は代表者）

社名や住所は省略せず、
正確に記入してください。
	氏名：
社名：
所属：
住所：〒
電話番号：
メールアドレス：

	推薦者（社）名
法人会員社名or個人会員名
	

	連絡担当者
本エントリーの責任者です。
何かあった際にご連絡させて頂きます。必ずメール返信可能な方が担当ください。
	氏名：
所属：
電話番号：
メールアドレス：

	・撮影技術者様には技術資料を作成頂きます。3枚目以降に記入の上、本用紙と同時に提出ください。
・募集要項には必ずお目通しを頂けますようよろしくお願いいたします。
・技術担当者名、素材担当者名、推薦者名、連絡担当者名、全事項を間違いがないよう記入ください。
・ご不明な点がある場合は、応募用紙提出前にお問い合わせ頂きますようお願いいたします。

□問い合わせ先:(一社)日本映画テレビ技術協会／担当:山田  TEL.03-5255-6201　MAIL.seminar@mpte.jp
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	撮影技術担当者 氏名
	

	撮影期間
	

	使用カメラ、レンズなど
	

	撮影フォーマット
	



下記記入は推薦者 (・・・)ではなく、撮影者 (・・・)ご本人 (・・・)がご記入頂きますようお願いいたします。
記入が難しい場合は、簡単な箇条書き等でも構いません（スペース内を全て埋める必要はありません）。

	●どの様な事を意識して撮影にあたりましたか？ 撮影設計、苦労した点を簡単に（次ページ使用は不可）。




